
  

阿川佐和子氏 推薦！ 

「なんとゴージャスで、なんとさりげないのだろう。洗練された野生

馬のごとき島田さんの毎日は、喜びと愛おしさに溢れている」 

ロングインタビューで初めて語られた

パリへの思い、仕事への覚悟、日々の暮

らしの慈しみ方。ダイナミックさと繊細

さの同居する島田順子ならではのチャ

ーミングな生き様を紹介！ 
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 パリを拠点に 78 歳の今も現役ファッショ

ン・デザイナーとして活躍する島田順子さん。

彼女のカッコよさは世代を超えて女性の憧れ

の的ですが、もちろんカッコいいのは外見だけ

ではなく、その生き方、暮らし方。現在、パリ 

モンマルトル、郊外のブーロンマーロット、東

京、館山と４カ所に家を所有していますが、そ

のすべてに島田さん独自の美意識で貫かれた

たたずまいがあります。花の飾り方、日々の食

卓のあしらい、インテリア、生活用品のセレク

トなどすべてに行き渡る美学は自由で、野性的

なのにどこかチャーミング。 

 いますぐ参考にしたい「島田順子テイスト」

を数多くの写真とともに紹介します。 

 

2019 年 9 月 26 日発売！  

『パリ ― 東京 

 今日、今を生きる美しい人  

 島田順子』 
  著：島田順子（ファッション・デザイナー） 
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【本書より抜粋】 

「お悔やみの気持ちの伝え方」 

 知人の大切なご家族が亡くなられたとき、何を贈れば心を伝え

られるかしらと考えて、思い出したのがこのバカラのハートのペ

ーパーウェイトでした。そしてお香典に添えて送りました。 

 深い赤のハート、透明のハートをそのときの気持で選びます。

丸みのある手ざわりや、やさしい重みにほっとするような温かみ

があるしなにより、ハート形に私の心を込めることができると思

ったのです。 

 一般的なしきたりでは、こうした品は、あまりお香典として送るものではないかもしれ

ません。でもあの時は、普通のお香典では心を伝えることはできないと思ったの。「元気

を出して」「心はいつもそばにいるからね」と、伝えたくて。そして、笑顔を取り戻す日

が来たら、今度はこのハートが、歩き出すパワーになってくれたらいい。そんな送り物だ

ったのです。 
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